
睡眠中の脳で体験を早送り再生

眠っているラットの研究から、脳が新し
い体験を長期記憶に組み込む仕組みの
一端が明らかになった。脳は、その日
に起こった出来事を実際の時間経過の
数倍の速さで「再生」し、長期記憶と
して固定していることが、実験から示唆
されたのである。

この研究成果は、アリゾナ大学（米
国ツーソン）の神経科学者チームによ
るもので、長期記憶の形成を担ってい
る内側前頭前皮質（mPFC）という脳
領域が、目覚めていたときの体験を睡
眠中に「再生」することで記憶を固定
しているとする説を裏づけるものだ。ま
た、脳はこれらの体験を、実際の経過
時間よりはるかに短い時間で再生する
ことも明らかになった。

Bruce McNaughton の 率 い る 同
研究チームは、2 匹のラットを、50 分
の活動時間中に 1 つの区画内の異なる
何か所かを一筆書きのように連続して
走っていくように訓練した。その課題を
終えたラットには、最大で 1 時間の睡
眠をとらせた。

研究チームは実験を行っている最中
に、ラットの mPFC 領域にある特定の
脳細胞の活動状況をモニターした。す
ると、ラットが課題をこなしているとき、
それらの 脳 細 胞 に は 特 徴 的 な 活 動 パ
ターンがみられた。その後の睡眠時に
も、課題をこなしているときと同じ活動
パターンを示したが、速度ははるかに
速かった。

睡 眠 中 の ラットの 脳 は、 実 際 に 課
題を行っているときのおよそ 6 ～ 7 倍
の 速 度で、この 特 徴 的 な 活 動 パター
ンを再 生した のである。この 成 果は、
Science 誌に報告された 1。

早送りモード
この実験で観察された「再生」は、長
期記憶保存における mPFC 領域の役

割とうまく符合する。ごく最近体験した
ことの記憶には海馬という脳領域がか
かわっており、神経科学の研究者たち
は、睡眠中に、海馬にある短期記憶保
存庫から mPFC 領域にある長期記憶
保存庫へと記憶が「転送」されるのだ
と考えている。

「早送り再生」 は、記憶に関連する海
馬 などほ か の 脳 領 域で既 に 見 つ かっ
てい る。しかし、 前 頭 前 皮 質 で 見 つ
かった の は 今 回 が 初 めてだ、とマ サ
チューセッツ工科大学（米国ケンブリッ
ジ）の神経生物学者である Matthew 
Wilson は語る。「この研究結果によっ
て、睡眠中の協調した記憶情報処理に、
前頭前皮質が確実にかかわっているこ
とがわかります」と彼はいう。

脳がなぜ、実際の体験の経過時間よ
りも速い速度で体験を再生するのかは
よくわかっていない。それを認めつつ、
McNaughton たちはこのように考え
ている。つまり、脳細胞どうしが 連結
して作り上げている情報処理経路には、
脳細胞を介した電気的信号の伝導から
規定される速度が本来あるのではない
か。そして、実際に行動しなければな
らないという制約下に置かれている場
合には、脳は「減速」せざるを得ない
のだろう。

「それは非常に説得力のある説だと
思います」と Wilson は賛同している。
ラットの脳でみられた急激な再生は、1
回当たり数百ミリ秒しか続かなかった。
このことから、ラットの脳は体験を小さ
い塊にして再生し、それらを小さいパッ
ケージの記憶に加工処理していること
がうかがわれる。

睡眠中のヒトでは
睡眠中のヒトの脳でも同様の情報処理
がまず間違いなく起こっており、この処
理は夢にも関係している可能性がある、

と Wilson は語った。そして、「こうし
た現象は、ヒトで報告される夢に似た
状態と直接関係していると考えていま
す」と付け加えた。

睡眠中のヒトの脳をラットの脳と同じ
くらい徹底的に詳しく調べることは、倫
理 規 定からいって通 常 不 可 能である。
しかし Wilson は、ラットの脳研究もヒ
トの睡眠研究も向上しているので、両
者のギャップはいずれ埋まるものと期待
している。

「ヒトの睡眠研究では、何が起こって
いるのかを知ることは むずかしい が、
睡眠に関連する活動によって生じた結
果を知ることは可能です」と Wilson
はいう。ただし彼の考えでは、睡眠中
にヒト脳内で起こっていることとラット
脳内で起こっていることには、「重なり
合う部分があり、それは収斂性のもの
であるように思われ、一貫性のあるも
ののようにも思われます」という。
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長期記憶は睡眠中にどうやって固定されるの

だろうか。

Sleeping brain plays back events in fast-forward
ラットの研究で長期記憶の形成されるようすが明らかになった。
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